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アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針） 

助産学専攻科では、女性や家族に寄り添い、生涯にわたる女性の健康を支援できる人材を育成しま

す。そのために、以下のような意欲と熱意を持った人を積極的に受け入れます。 

１．母性看護学に関心を持ち、学び、自己研鑽できる人。 

２． 母性看護の対象であるすべての年代の女性の母性を健全に育成する役割を果たすことができる人。 

３．豊かな人間性と倫理観に裏づけられた感性を持っている人。 

４．将来、助産師として地域社会に貢献できる人。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針） 

助産学専攻科のディプロマ・ポリシーを達成するために、助産学基礎科目・助産学実践科目・助産

学関連科目でカリキュラムを編成しています。また、助産師に必要な基礎的実践能力を養うために、

講義と演習・技術トレーニング、助産学実習を段階的に配置し、以下を柱として教育課程を編成して

います。 

１．女性の性と生殖に焦点を当てた助産の基礎を学ぶ科目を設置している。 

２．生涯にわたる女性の健康支援のための方法やリプロダクティブ・ヘルスについて学ぶ科目を設置

している。 

３．助産の実践に必要な基本的技術を修得し、実践力を高めるための実習科目を設置している。 

４．主体的に学び、助産学の発展に寄与する能力を修得できる科目を設置している。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

助産学専攻科では、助産の実践に必要な専門知識と実践能力を持ち、生涯にわたる女性の健康を支

援できる助産師を育成します。この目標に沿って、基準となる単位数を修得した者の修了認定の方針

として以下のとおり定めます。 

１．助産の専門知識と実践力を身につけ、助産師としての基礎的能力を身につけている。 

２．助産師として自己研鑽し、資質を向上する能力を身につけている。 

３．豊かな人間性と倫理観を培い、助産師としての役割と責任を果たす能力を身につけている。 

４．周産期医療や地域社会における母子保健活動に貢献できる能力を身につけている。



１．募 集 人 員 

専攻科名 

募   集   人   員 

  推薦入学者選抜 一般入学者選抜 計 

助産学専攻科 ５名程度 5 名程度 １０名 

 

２．出 願 資 格 

次の各項目のいずれかに該当する女子で、かつ、看護師資格を有する者、または出願時におい

て看護師国家試験の受験資格を有する者（令和 6年２月受験資格取得見込みの者を含む。）。 

ただし、入学時には、看護師国家試験に合格していることが必要である。 

  （1）学校教育法第８３条第１項に規定する大学を卒業した者または令和 6 年３月末までに卒業

見込みの者。 

（２）学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者または令和 6年３月

末までに授与される見込みの者。 

（３）外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者または令和 6年３月末までに

修了見込みの者。 

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１６年の課程を修了した者または令和6年３月末までに修了見込み

の者。 

（５）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した

者または令和 6年３月末までに修了見込みの者。 

（６）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であること、その他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以

降に修了（修了見込みの者を含む。）した者。 

（７）学校教育法施行規則第 155条第１項第６号の規定に基づき、文部科学大臣が指定した者。 

 

 

なお、推薦入学者選抜においては、上記のほか以下のそれぞれの条件を満たし、合格した場

合は必ず入学する者であること。 

 

＜大学等に在学中の方＞ 

①  出願時において、看護師国家試験受験資格が得られる大学等に在籍し、令和 6 年４月

１日の時点において看護師免許取得見込みである者。 

② 学力、人物ともに優れ、大学長等の推薦が得られる者。 

 

＜社会人の方＞ 

① 出願時において、病院または医療施設等に在籍し、看護師としての臨床経験がある者。 

② 勤務成績、人物ともに優れ、施設長等の推薦が得られる者。 

 

 

 



３．出 願 書 類 

（１）出願書類 

①願 書・・・・・本学の所定様式による。 

②受 験 票・・・・・両面に必要事項を記入し、切手（323円）を貼付すること。 

 

（２）卒業又は卒業見込証明書 

出身校において作成し、厳封したもの。 

 

（３）成績証明書（単位修得証明書） 

出身校において作成し、厳封したもの。 

 

（４）看護師免許証の写しまたは看護師国家試験受験資格取得（見込）証明書 

・看護師免許証の写しは、地方厚生局若しくは地方厚生支局または都道府県医務主管課若しく

は保健所に当該免許証を提示し、原本照合を受けたものを提出。 

・看護師国家試験受験資格取得（見込）証明書は、出身大学等の作成したものを提出。（看護

師国家試験受験資格取得（見込）証明書が発行されないときは、卒業見込証明書をもって代

えることができる。） 

なお、入学後、看護師免許証の写し（地方厚生局若しくは 地方厚生支局または都道府県

医務主管課若しくは保健所に当該免許証を提示し、原本照合を受けたもの）を提出。 

 

（５）推薦書 ※推薦入試出願者のみ 

本学所定の様式により大学長等又は、機関長等が作成したもの。 

 

（６）検定料・・・・・３０，０００円 

・入学検定料は、本学所定の振込依頼書で銀行振込とし、振込取組済証明書（大学提出用）を

必ず振込取組証明書貼付用紙に貼付すること。 

・既納の検定料は理由の如何にかかわらず返還しない。 

 

（７）出願方法 

・出願書類を郵送する場合は必ず「簡易書留」とし、封筒には「助産学専攻科入学願書在中」

と朱書すること。（願書二つ折り厳禁） 

・出願書類を持参する場合《月～金：９：００～１６：００》 

 

（８）出願書類提出先 

〒720-0001 広島県福山市御幸町上岩成正戸 117-1 

福山平成大学 助産学専攻科入学者選抜係（庶務課） 

ＴＥＬ：０８４－９７２－５００１（代） 



４．入学者選抜要項 

日 程 推薦入学者選抜 

出 願 期 間 令和 5年 9月 22日（金）～9月２9日（金）必着 

試 験 日 令和 5年 10月 10日（火） 

試 験 地 福 山 （福山平成大学） 

試 験 の 時 間 割 

① １０：００～１１：００ 
【筆記試験】 専門科目（母性看護学、小児看護学） 

 
② １１：２０～ 
   【面接試験】 ※本学在学中の受験者は、面接試験のみ。 

選 考 方 法 筆記試験及び面接の結果と出身校で作成された成績証明書などを総合して行う。 

合 格 発 表 
令和 5年１0月１8日（水） 

《本人宛に郵送にて通知する。（合格者のみ）》 

入学手続完了日 

令和 5年１0月 31日（火）必着 

合格者は、上記期日までに所定の納入金を納入し、その他の手続きを完了しなけ
ればならない。 

（所定の期日までに入学手続きをしない場合は、入学を許可しない。） 

 

日 程 一般入学者選抜 

出 願 期 間 令和 5年１1月 17日（金）～11月 24日（金）必着 

試 験 日 令和 5年１2月 4日（月） 

試 験 地 福 山 （福山平成大学） 

試 験 の 時 間 割 

① １０：００～１１：００ 
【筆記試験】 専門科目（母性看護学、小児看護学） 

 
② １１：２０～ 
   【面接試験】  

選 考 方 法 筆記試験及び面接の結果と出身校で作成された成績証明書などを総合して行う。 

合 格 発 表 
令和 5年 1２月 12日（火） 

《本人宛に郵送にて通知する。（合格者のみ）》 

入学手続完了日 

令和 5年 1２月 25日（月）必着 

合格者は、上記期日までに所定の納入金を納入し、その他の手続きを完了しなけ
ればならない。 

（所定の期日までに入学手続きをしない場合は、入学を許可しない。） 

 



5．諸 納 入 金 

      （参考 令和 5年度実績）              （単位：円） 

   専攻科名 

 

費  目 

助産学専攻科 

入 学 時 後   期 

入 学 金 ２００，０００ － 

授 業 料 ６５０，０００ ６５０，０００ 

小  計 ８５０，０００ ６５０，０００ 

学 友 会 費 ５，０００ － 

後 援 会 費 １０，０００ － 

小  計 １５，０００ － 

合  計 ８６５，０００ ６５０，０００ 

     ※本学在学中からの進学者は、入学金免除。 

 

6．受験に関する注意事項 

（１）試験当日に「受験票」を忘失した者は、直ちに入試事務室に再発行を願い出ること。 

（２）試験当日は午前９時３０分（面接試験のみは、午前１１時）までに、２号館１F事務 

局前に集合すること。 

（３）試験開始時刻後の入場は原則として認めない。 

（４）試験当日は、鉛筆および黒または青のペン（またはボールペン）を必ず持参すること。 

（５）合格発表についての電話による問い合わせは一切応じない。 

（６）諸納入金の納入は所定の期日を厳守すること。一度受理した出願書類、および諸納付金

は理由の如何を問わず返却しない。但し、諸納入金の納入後に入学を辞退する場合は、

令和 6年３月２５日（月）までに申し出た場合に限り、入学金を除いた額（授業料）を

返還する。 

 

7．入 学 手 続 

合格者には、合格通知とともに入学手続書類（入学届、誓約書・保証書、学生記録原票）を郵便

で本人宛に送付する。 

（１）合格者は、入学手続完了日までに所定の納入金を納入し、入学手続書類を提出すること。 

（２）納入金は、原則として銀行窓口から振り込むこと。入学手続書類は速達で郵送すること。 

（３）入学手続完了日までに入学手続を完了しない場合は、入学資格を失うことがある。 

 

８．障害のある受験生への支援について 

   障害のある学生の受験及び入学後に必要となる支援については、相談窓口「学務部学生課」に

お問い合わせください。 

   学務部学生課 TEL：084-972-5001（内線 2113・2116） 

 

※個人情報の取り扱いについて 

    本学では、出願時に収集した個人情報（住所・氏名・生年月日等）を、入学者選抜実施、合

格発表、入学手続およびこれに付随する業務のためにのみ利用します。その際、当該個人情報

の漏洩・流出・不正利用がないよう、必要かつ適切な管理を行います。 


